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新鮮胚と凍結融解胚に対する PGT-A 生検の臨床成績に与える影響 
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【目的】PGT-A における胚生検には新鮮胚生検と凍結融解胚生検がある。本研究は、PGT-

A の新鮮胚生検と凍結融解胚生検の臨床成績に与える影響を検討した。 

【方法】2020 年 1 月から 2023 年 9 月までに反復着床不全を適応とする PGT-A を 205 症

例 395 周期に実施した。得られた胚盤胞 1114 個を対象とし、新鮮胚生検を施行した胚(F

群)と凍結融解胚生検を施行した胚(C 群)に分け、PGT-A 臨床成績を後方視的に検討した。

検討 1：胚の生検から凍結完了までの、生検後変性率、凍結完了率を両群間で比較した。 

検討 2：凍結融解胚移植周期での、融解後胚変性率、臨床的妊娠率、流産率を両群間で比較

した。各検討は、採卵時患者年齢、良好胚盤胞(Gardner 分類 3BB 以上)、胚齢を調整因子

とする多変量解析を行った。 

【結果】検討 1：C 群の生検前の融解後変性率は 0.4%(2/520)。融解後に生検可能な拡張期

胚盤胞に至らなかった胚は 6.2%(32/520)であった。F 群と C 群の生検後変性率はそれぞれ

2.2%(13/594) vs 1.0%(5/486)、凍結完了率は 97.8%(581/594) vs 92.5%(481/520)であっ

た。多変量解析の結果、生検後変性率は両群間に差がなかったが、C 群の凍結完了率は有意

に低かった（OR:5.5、95%CI:2.71-11.0、p<0.001)。検討 2：F 群と C 群の融解後変性率：

0.9%(1/117) vs 2.0%(3/148)、臨床的妊娠率：48.3%(56/116) vs 44.1%(64/145)、流産率

は：10.7%(6/56) vs 17.2%(11/64)であり両群間で有意差がなかった。 

【結論】PGT-A 実施後の胚移植における臨床成績は、新鮮胚生検と凍結融解胚生検で差は

なかったが、凍結融解胚生検は生検前の融解後変性と生検可能拡張期胚盤胞に至らない胚

の存在より、生検後凍結完了率が低下した。そのため、PGT-A を目的とする採卵では新鮮

胚生検が推奨される。 

 


